
＜プログラム＞

 問題提起

 ・「知の国際化、知の共有」と大学の役割：文部科学省 梅津径 国際協力調査官

・中国５県における大学の国際協力活動：JICA 中国 有田敏行 市民参加協力課長 

 ・「国際協力の里ネットワーク」紹介：山口大学エクステンションセンター 辰己佳寿子准教授

 パネル・ディスカッション：「知の国際化・知の共有」と地方大学

パネリスト：山口県立大学・岩野雅子教授、岡山大学・小川秀樹教授、 

鳴門教育大学・石坂広樹准教授、（株）ケイズラブ・河内義文代表取締役 

※プログラムの詳細は、以下の山口大学ホームページを参照下さい。

＜http://www.iassc.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/event/110719.html＞

トップページのイベント欄からアクセスできます。

尚、シンポジウム終了後に、講師を交えての懇親会（会費 2,500 円）を予定しています。

参加希望者は、事前申し込みが必要となります。お申し込みはいずれも国際・社会連携課

（sh031@yamaguchi-u.ac.jp）までお願い致します。

国立大学法人 山口大学
学長戦略部 国際・社会連携課 国際連携係
〒753-8511  山口市吉田 1677-1 
TEL：083-933-5027／FAX：083-933-5029 
E-mail：sh031@yamaguchi-u.ac.jp 

グローバル化が進展する現代においては、各国の相互依存が深化し、それぞれの国が持続
的な発展を実現して行くために、種々の分野における知的イノベーションが不可欠となります。こ
のため大学が｢知の国際化｣の一翼を担うことが期待され、この｢知｣は広く人類全体で共有されな
ければなりません。地方大学がどの様な教育、研究活動を通して｢知の国際化、知の共有｣に貢
献できるのかを議論したいと考えています。また、そうした貢献における地方大学の利点と課題
についても、会場全体での議論を通して考えていきたいと思います。 

学生の参加も歓迎します。


